
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よんなん交通安全だより 
交通事故の発生状況 

【令和５年８月末現在】 
〇 三重県の交通事故死者数は４３人で、前年に比べ９人増加。前年に比べ、人身事故、物損事故とも増加。 
 ・ 交通事故死者の特徴・・・高齢者が２０人、交通弱者が１８人（歩行者１３、自転車５） 
 
〇 四日市市内の交通事故死者数は９人で、前年より７人増加。前年に比べ、人身事故は減少、物件事故は増加。 
・ 笹川、松本、小古曽で「人対車両」、塩浜、楠町、下海老、大矢知町で「車両相互」、川島町、楠町で「車両単独」の事故 。 
 
〇 四日市南警察署管内の交通事故死者数は７人で、前年より７人増加。前年に比べ、人身事故は減少、物件事故は増加。  

【 交通死亡事故発生 】 
８月２４日(木)午前４時３０分頃、小古曽東地内の直線路において、普通乗用車が同一方向に歩いていた歩行者 

を跳ね、歩行者の女性（４０歳代）が犠牲になりました。（二人とも仕事帰りでした） 
【ドライバーの皆さんへ】 
・ 走行時には運転に集中し、ぼんやり運転やわき見運転をしないこと 
・ 夜間走行中は、ハイビームが原則、前方の危険を早期に発見しましょう。 
※ 先行車や対向車がある時は、ロービーム（下向きライト）に切り替えましょう。 

 
 

 令和５年９月発行 
四日市南地区交通安全協会 

 

～ ９月３０日（土）は、交通事故死ゼロを目指す日 ～ 

 

秋の全国交通安全運動（９／２１<木>～９／３０<土>） 
【運動の重点】 

１ こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保 

・ 交通事故死者数の約３割が歩行者で、歩行者側に違反のある交通事故も発生しています。 

歩行中死者の約８割を占める高齢者と、次代を担う子どもの命を守りましょう。 

２ 夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び飲酒運転等の根絶 

 ・ 秋以降は、夕暮れ時や夜間に重大事故が多発しています。ドライバーは早めの 

  ライトオン、歩行者は夜光反射材の着用で交通事故を未然に防ぎましょう！ 

 ・ 重大事故につながる飲酒運転を根絶しましょう 

３ 自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底 

 ・ 自転車や電動キックボード乗車中はヘルメットを着用しましょう。 

・ 重傷事故は、自転車側の多くに法令違反があります。交通ルールを守り、交通事故を未然に防ぎましょう！ 

 

　　四日市市内の「令和５年８月中」、「令和５年８月末」及び「令和４年」の交通事故発生状況
令和５年８月中 前年比 令和５年８月末 前年比 令 和 ４ 年 前年比

人身事故件数（Ａ） 56 9 397 -20 653             105
 死亡事故件数 2 2      9 7      8                 ±0

2 2      9 7      8                 ±0
61 1      466 -60   802             133

798             38     6,240           322   9,168           343

854 47 6,637 302   9,821           448   
※　令和５年の数値は、暫定値。

総事故件数（Ａ＋Ｂ）

死　者　数

負 傷 者 数

物損事故件数（Ｂ）

年　　別

 

四日市南警察署管内の「令和５年８月中」、「令和５年８月末」及び「令和４年」の交通事故発生状況

令和５年８月中 前年比 令和５年８月末 前年比 令 和 ４ 年 前年比

人身事故件数（Ａ） 41 12     265 -15 428             41
 死亡事故件数 1 1      7 7      3 -1

1 1      7 7      3 -3
46 10     310 -43   536             57

502             29     3,689           101   5,572           246

543             41     3,954           86     6,000           287   
※　令和５年の数値は、暫定値。

負 傷 者 数

物損事故件数（Ｂ）

総事故件数（Ａ＋Ｂ）

年　　別

死　者　数

 

 


